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 主 催：稚内北星学園大学 
 会 場：新館 1401 教室 
 日 時：平成 30 年 10 月 27 日（土）10 時 30 分～12 時 00 分 





<COC 総括シンポジウム > 
 主 催：稚内北星学園大学 
 会 場：新館 1401 教室 


















○ 報 告 者  
ゴータム ビスヌ プラサド (情報メディア学部 教授) 
プン スミット(情報メディア学部 2 年) 
○ 報 告 題 名  











○ 報 告 者  
石尾 美岬 (情報メディア学部 3 年) 
但田 勝義 (情報メディア学部 教授) 
○ 報 告 題 名  
「教たま数学教室」における学びと現状及び課題 
○ 報告内容要旨 
「教たま数学教室」では、教職ゼミ所属の学生が中心となって、中学 3 年生に数学を 教えてい












○ 報 告 者   
田村 龍一 (情報メディア学部 准教授)  
田村真理子(まちなかメディアラボ メディア表現指導員) 
板谷 瞭 (情報メディア学部 2 年)  
前原 颯 (情報メディア学部 2 年) 
ラメシュ スベディ (情報メディア学部 2 年) 




























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































ポスター発表1               
○ 報 告 者 
浅海  弘保 (情報メディア学部 教授) 
ゴータム ビスヌ プラサド (情報メディア学部 教授)  
安藤 友晴 (情報メディア学部 教授) 
佐賀 孝博 (情報メディア学部 教授) 
○ 報 告 題 名 
Open Source Portfolio(OSP)の matrices 機能を利用した評価システムの開発および 地域の学
習者の学習成果物とコンピテンシーとのマッピングによる目標達成度の評価 
○ 報告内容要旨 
次世代 e-Learning システムにおいて、学習者の学習の自己調整を可能にする仕組み  
を導入し、コンピテンシー、ルーブリック、学習成果、学習ポートフォリオ等の相互相 関を見
出し、抽出するべく、ルーブリックの策定およびコンピテンシーと学習成果、学 習プロセスの
記録等の多次元マッピングを行い、Project Based Learningにおける学 習意欲の向上に起因
する要素を探る。本ポスター発表では、システムへの導入につい て、その進捗状況を報告する。  
 
ポスター発表2  
○ 報 告 者 
澁谷 久 (情報メディア学部 教授)  
但田 勝義 (情報メディア学部 教授) 




館」の有効性を、道北地方 2 市、1 町における公立図書館での実践により検証 する。2017 年
度地域志向研究における「マス・フェア」に比べ、展示件数を増やし、 説明の表示を充実させ、
展示性を高め、数学の面白さを可視化したものを間接的に示す ことにより、広域の地域住民の












○ 報 告 者 
小泉 真也 (情報メディア学部 教授) 












































ガオ シュウ (わくほくメディアラボ 学習コンシェルジュ) 










杉浦 健太 (情報メディア学部 3 年) 








ゴータム ビスヌ プラサド (情報メディア学部 教授)  
ユバラズ ゴータム    (情報メディア学部 4年) 
アスタ センチュリー    (情報メディア学部 4年)  
伊藤 良平        (情報メディア学部 4年) 
























稚内市まちづくり政策部 部長 川野 忠司氏 
稚内市教育委員会教育部 部長 渡邊 祐子氏 















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































いる方がＳＴＰＦと検索すると、そこでグループページが検索され、ここです。STPF for	Community Based 


























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 実施年月日: 平成 30 年 10 月 27 日 
 出席者数: 80 名 
 調査回収数 24 枚(出席者数に対する回収数の割合 30%)  
        
      第 10 回地域活動報告会においては、毎回実施しているアンケート調査を実施した。 
















































































































































































































































































IoT と VR の組み合わせを古代農具に利用したのはおもしろい（一般参加） 
とても便利な機能だと思いました。（学生） 






























































































































・VR が特に印象的ですが、AR の利用はどのくらい進んでいますか？ 
 











































































































































































研究構成員 （代表者）浅海弘保 / ビスヌプラサドゴータム / 佐賀孝博 / 安藤友晴
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